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【手続補正書】
【提出日】平成29年9月26日(2017.9.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　抵抗性タッチセンサシステムであって、
　（ａ）タッチセンサアレイ（ＴＳＡ）と、
　（ｂ）アレイ列駆動回路（ＡＣＤ）と、
　（ｃ）列切り換えレジスタ（ＣＳＲ）と、
　（ｄ）列駆動ソース（ＣＤＳ）と、
　（ｅ）アレイ行センサ（ＡＲＳ）と、
　（ｆ）行切り換えレジスタ（ＲＳＲ）と、
　（ｇ）アナログ／デジタル変換器（ＡＤＣ）と、
　（ｈ）計算制御デバイス（ＣＣＤ）と
　を備え、
　前記ＴＳＡは、可変インピーダンスアレイ（ＶＩＡ）列及びＶＩＡ行を含むＶＩＡを備
え、
　前記ＶＩＡは、上面及び下面を有する第１の層を備え、
　前記第１の層は、力検知材料を含み、
　前記ＶＩＡは、上面及び下面を有する第２の層を備え、
　前記第２の層は、露出した同一平面駆動電極を備え、
　前記第２の層は、同一平面検知電極を更に備え、
　前記ＶＩＡは、前記ＴＳＡ内の複数の相互リンクインピーダンス列（ＩＩＣ）を前記Ｔ
ＳＡ内の複数の相互リンクインピーダンス行（ＩＩＲ）に電気的に結合するように構成さ
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れ、
　前記ＩＩＣは、前記駆動電極間に電気的に直列接続される複数の個々の列インピーダン
ス要素（ＩＣＩＥ）を更に備え、
　前記ＩＩＲは、前記検知電極間に電気的に直列接続される複数の個々の行インピーダン
ス要素（ＩＲＩＥ）を更に備え、
　前記ＡＣＤは、前記ＣＳＲに基づいて前記ＴＳＡ内の前記ＩＩＣを選択するように構成
され、
　前記ＡＣＤは、前記ＣＤＳを使用して前記選択されたＩＩＣを電気的に駆動するように
構成され、
　前記ＣＤＳは、前記駆動電極の１つ又は複数を接地電位に駆動しながら、前記駆動電極
の１つ又は複数に給電するように構成され、
　前記ＡＲＳは、同時に前記検知電極の１つ又は複数を接地電位に駆動しながら、前記Ｒ
ＳＲに基づいて前記ＴＳＡ内の前記ＩＩＲを選択するように構成され、
　前記ＡＤＣは、前記選択されたＩＩＲの電気状態を検知し、且つ前記電気状態を検知デ
ジタル値（ＳＤＶ）に変換するように構成され、
　前記電気状態は、前記ＶＩＡ内の可変インピーダンス要素の電流寄与の和によって特定
され、各要素の前記電流寄与は、前記ＶＩＡの前記列間に形成される分圧器と、前記ＶＩ
Ａの前記行間に形成される電流分割器と、前記インピーダンス要素の状態とによって決め
られて、前記ＶＩＡとの所与の行－列交点での検知電流を生成し、
　前記ＣＣＤは、前記ＴＳＡ内の複数の位置で前記ＡＤＣから前記ＳＤＶをサンプリング
して、タッチセンサ行列（ＴＳＭ）データ構造を形成するように構成される、抵抗性タッ
チセンサシステム。
【請求項２】
　前記駆動電極は、前記第２の層の前記上面に存在し、前記検知電極は、前記第２の層の
前記下面に存在し、バイアが、前記検知電極を前記第２の層の前記上面の導電性パッドに
相互接続するか、又は、
　前記検知電極は、前記第２の層の前記上面に存在し、前記駆動電極は、前記第２の層の
前記下面に存在し、バイアが、前記駆動電極を前記第２の層の前記上面の導電性パッドに
相互接続する、請求項１に記載の抵抗性タッチセンサシステム。
【請求項３】
　前記検知電極は、上面及び下面を備え、且つ前記検知電極の前記上面は平坦である、請
求項１に記載の抵抗性タッチセンサシステム。
【請求項４】
　前記駆動電極及び前記検知電極の行／列ピッチは１ｍｍである、請求項１に記載の抵抗
性タッチセンサシステム。
【請求項５】
　前記駆動電極及び前記検知電極は、
　矩形パターンを形成するか、又は、
　互いに噛み合うフィンガパターンを形成するか、又は、
　菱形パターンを形成するか、又は、
　非矩形力検知アレイを形成する、請求項１に記載の抵抗性タッチセンサシステム。
【請求項６】
　前記駆動電極及び前記検知電極は、１つ置きに列が反転した矩形パターン又は１つ置き
に列が反転した互いに噛み合うフィンガパターンを形成する、請求項１に記載の抵抗性タ
ッチセンサシステム。
【請求項７】
　前記第１の層は、高い表面抵抗対バルク抵抗比を有する薄層を備える、請求項１に記載
の抵抗性タッチセンサシステム。
【請求項８】
　前記ＶＩＡは、ＩＩＲインピーダンス及びＩＩＣインピーダンスよりも高い抵抗を有す
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るセンサ要素を備える、請求項１に記載の抵抗性タッチセンサシステム。
【請求項９】
　前記第１の層は、
　前記ＶＩＡ内の力検知要素に位置合わせされたセグメントでセグメント化される力検知
層を備えるか、又は、
　導電粒子が装填されたポリマーを含むか、又は、
　パターニングされた力検知層を備えるか、又は、
　ランダム又は疑似ランダムパターンでパターニングされた力検知層を備える、請求項１
に記載の抵抗性タッチセンサシステム。
【請求項１０】
　前記第２の層は、
　力検知材料を更に含むトレースを備えるか、又は、
　金めっきでコーティングされた導電性トレースを備えるか、又は、
　無電解ニッケル金（ＥＮＩＧ）めっきでコーティングされた導電性トレースを備えるか
、又は、
　スクリーンプリントカーボンでコーティングされた導電性トレースを備えるか、又は、
　スクリーンプリントカーボンでコーティングされた導電性トレースを備えるか、又は、
　剛性プリント回路基板（ＰＣＢ）を備えるか、又は、
　ＦＲ４材料を含む剛性プリント回路基板（ＰＣＢ）を備えるか、又は、
　可撓性プリント回路基板（ＰＣＢ）を備えるか、又は、
　添加剤プリントエレクトロニクスプロセスを使用して形成されるプリント回路基板（Ｐ
ＣＢ）を備えるか、又は、
　機械的に穿孔されたバイアを備えるか、又は、
　レーザ穿孔バイアを備えるか、又は、
　充填バイアを備えるか、又は、
　プリント誘電層の開口部によって形成されるバイアを備えるか、又は、
　前記ＶＩＡ列間に薄い導電性ブリッジを備えるか、又は、
　前記ＶＩＡ行間に薄い導電性ブリッジを備える、請求項１に記載の抵抗性タッチセンサ
システム。
【請求項１１】
　前記第１の層は、導電性ゴム、導電性発泡体、導電性プラスチック、導電粒子が装填さ
れたカプトン（ＫＡＰＴＯＮ）（登録商標）、導電性インク、導電粒子と絶縁性粒子との
混合物、及びポリマーと混合されたカーボン粒子からなる群から選択される材料を有する
力検知層を備える、請求項１に記載の抵抗性タッチセンサシステム。
【請求項１２】
　前記ＴＳＡは、
　離散表面搭載抵抗を更に備える補間抵抗を備えるか、又は、
　１％以上の精度を有する離散表面搭載抵抗を更に備えるか、又は、
　レーザトリミング抵抗を更に備える補間抵抗を備える、請求項１に記載の抵抗性タッチ
センサシステム。
【請求項１３】
　前記ＶＩＡは、前記第１の層を形成する力検知材料（ＦＳＭ）でコーティングされた可
撓性ディスプレイに取り付けられる、請求項１に記載の抵抗性タッチセンサシステム。
【請求項１４】
　抵抗性タッチセンサシステムで動作するように構成される抵抗性タッチセンサ方法であ
って、前記抵抗性タッチセンサシステムは、
　（ａ）タッチセンサアレイ（ＴＳＡ）と、
　（ｂ）アレイ列駆動回路（ＡＣＤ）と、
　（ｃ）列切り換えレジスタ（ＣＳＲ）と、
　（ｄ）列駆動ソース（ＣＤＳ）と、
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　（ｅ）アレイ行センサ（ＡＲＳ）と、
　（ｆ）行切り換えレジスタ（ＲＳＲ）と、
　（ｇ）アナログ／デジタル変換器（ＡＤＣ）と、
　（ｈ）計算制御デバイス（ＣＣＤ）と
　を備え、
　前記ＴＳＡは、可変インピーダンスアレイ（ＶＩＡ）列及びＶＩＡ行を含むＶＩＡを備
え、
　前記ＶＩＡは、上面及び下面を有する第１の層を備え、
　前記第１の層は、力検知材料を含み、
　前記ＶＩＡは、上面及び下面を有する第２の層を備え、
　前記第２の層は、露出した同一平面駆動電極を備え、
　前記第２の層は、同一平面検知電極を更に備え、
　前記ＶＩＡは、前記ＴＳＡ内の複数の相互リンクインピーダンス列（ＩＩＣ）を前記Ｔ
ＳＡ内の複数の相互リンクインピーダンス行（ＩＩＲ）に電気的に結合するように構成さ
れ、
　前記ＩＩＣは、前記駆動電極間に電気的に直列接続される複数の個々の列インピーダン
ス要素（ＩＣＩＥ）を更に備え、
　前記ＩＩＲは、前記検知電極間に電気的に直列接続される複数の個々の行インピーダン
ス要素（ＩＲＩＥ）を更に備え、
　前記ＡＣＤは、前記ＣＳＲに基づいて前記ＴＳＡ内の前記ＩＩＣを選択するように構成
され、
　前記ＡＣＤは、前記ＣＤＳを使用して前記選択されたＩＩＣを電気的に駆動するように
構成され、
　前記ＣＤＳは、前記駆動電極の１つ又は複数を接地電位に駆動しながら、前記駆動電極
の１つ又は複数に給電するように構成され、
　前記ＡＲＳは、前記ＲＳＲに基づいて前記ＴＳＡ内の前記ＩＩＲを選択するように構成
され、
　前記ＡＤＣは、前記選択されたＩＩＲの電気状態を検知し、且つ前記電気状態を検知デ
ジタル値（ＳＤＶ）に変換するように構成され、
　前記ＡＤＣは、同時に前記検知電極の１つ又は複数を接地電位に駆動しながら、前記検
知電極の１つ又は複数の電圧を検知するように構成され、
　前記電気状態は、前記ＶＩＡ内の可変インピーダンス要素の電流寄与の和によって特定
され、各要素の前記電流寄与は、前記ＶＩＡの前記列間に形成される分圧器と、前記ＶＩ
Ａの前記行間に形成される電流分割器と、前記インピーダンス要素の状態とによって決め
られて、前記ＶＩＡとの所与の行－列交点での検知電流を生成し、
　前記ＣＣＤは、前記ＴＳＡ内の複数の位置で前記ＡＤＣから前記ＳＤＶをサンプリング
して、タッチセンサ行列（ＴＳＭ）データ構造を形成するように構成され、
　前記方法は、
　（１）前記ＣＣＤの制御下で、前記ＶＩＡ内の前記ＩＩＣを構成するステップと、
　（２）前記ＣＣＤの制御下で、前記ＶＩＡ内の前記ＩＩＲを構成するステップと、
　（３）前記ＣＣＤの制御下で、前記ＣＤＳを用いて前記ＩＩＣを電気的に刺激するステ
ップと、
　（４）前記ＣＣＤの制御下で、前記ＶＩＡ内の所与の行－列交点での検知電流として、
前記ＡＤＣを用いて前記ＩＩＲ内の前記電気状態を検知し、且つ前記電気状態をデジタル
データに変換するステップと、
　（５）前記ＣＣＤの制御下で、前記デジタルデータを前記ＴＳＭに記憶するステップと
、
　（６）前記ＣＣＤの制御下で、前記ＣＤＳ、前記ＩＩＣ、及び前記ＩＩＲでの所定の変
動が前記ＴＳＭにログ記録されたか否かを判断し、且つ記録された場合、ステップ（８）
に進むステップと、
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　（７）前記ＣＣＤの制御下で、新しいＶＩＡ検知変動について前記ＣＤＳ、前記ＩＩＣ
、及び前記ＩＩＲを再構成し、且つステップ（３）に進むステップと、
　（８）前記ＣＣＤの制御下で、ＴＳＭ値を補間して、前記ＶＩＡ内の活動の焦点を特定
するステップと、
　（９）前記ＣＣＤの制御下で、焦点活動情報をユーザインターフェース入力コマンドシ
ーケンスに変換するステップと、
　（１０）前記ＣＣＤの制御下で、行動のために、前記ユーザインターフェース入力コマ
ンドシーケンスをコンピュータシステムに送信し、且つステップ（１）に進むステップと
　を含む、抵抗性タッチセンサ方法。
【請求項１５】
　抵抗性タッチセンサシステムで動作するように構成される抵抗性タッチセンサ方法を含
むコンピュータ可読プログラムコード手段を有する実体的な非一時的コンピュータ使用可
能媒体であって、前記抵抗性タッチセンサシステムは、
　（ａ）タッチセンサアレイ（ＴＳＡ）と、
　（ｂ）アレイ列駆動回路（ＡＣＤ）と、
　（ｃ）列切り換えレジスタ（ＣＳＲ）と、
　（ｄ）列駆動ソース（ＣＤＳ）と、
　（ｅ）アレイ行センサ（ＡＲＳ）と、
　（ｆ）行切り換えレジスタ（ＲＳＲ）と、
　（ｇ）アナログ／デジタル変換器（ＡＤＣ）と、
　（ｈ）計算制御デバイス（ＣＣＤ）と
　を備え、
　前記ＴＳＡは、可変インピーダンスアレイ（ＶＩＡ）列及びＶＩＡ行を含むＶＩＡを備
え、
　前記ＶＩＡは、上面及び下面を有する第１の層を備え、
　前記第１の層は、力検知材料を含み、
　前記ＶＩＡは、上面及び下面を有する第２の層を備え、
　前記第２の層は、露出した同一平面駆動電極を備え、
　前記第２の層は、同一平面検知電極を更に備え、
　前記ＶＩＡは、前記ＴＳＡ内の複数の相互リンクインピーダンス列（ＩＩＣ）を前記Ｔ
ＳＡ内の複数の相互リンクインピーダンス行（ＩＩＲ）に電気的に結合するように構成さ
れ、
　前記ＩＩＣは、前記駆動電極間に電気的に直列接続される複数の個々の列インピーダン
ス要素（ＩＣＩＥ）を更に備え、
　前記ＩＩＲは、前記検知電極間に電気的に直列接続される複数の個々の行インピーダン
ス要素（ＩＲＩＥ）を更に備え、
　前記ＡＣＤは、前記ＣＳＲに基づいて前記ＴＳＡ内の前記ＩＩＣを選択するように構成
され、
　前記ＡＣＤは、前記ＣＤＳを使用して前記選択されたＩＩＣを電気的に駆動するように
構成され、
　前記ＣＤＳは、前記駆動電極の１つ又は複数を接地電位に駆動しながら、前記駆動電極
の１つ又は複数に給電するように構成され、
　前記ＡＲＳは、前記ＲＳＲに基づいて前記ＴＳＡ内の前記ＩＩＲを選択するように構成
され、
　前記ＡＤＣは、前記選択されたＩＩＲの電気状態を検知し、且つ前記電気状態を検知デ
ジタル値（ＳＤＶ）に変換するように構成され、
　前記ＡＤＣは、同時に前記検知電極の１つ又は複数を接地電位に駆動しながら、前記検
知電極の１つ又は複数の電圧を検知するように構成され、
　前記電気状態は、前記ＶＩＡ内の可変インピーダンス要素の電流寄与の和によって特定
され、各要素の前記電流寄与は、前記ＶＩＡの前記列間に形成される分圧器と、前記ＶＩ
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Ａの前記行間に形成される電流分割器と、前記インピーダンス要素の状態とによって決め
られて、前記ＶＩＡとの所与の行－列交点での検知電流を生成し、
　前記ＣＣＤは、前記ＴＳＡ内の複数の位置で前記ＡＤＣから前記ＳＤＶをサンプリング
して、タッチセンサ行列（ＴＳＭ）データ構造を形成するように構成され、
　前記方法は、
　（１）前記ＣＣＤの制御下で、前記ＶＩＡ内の前記ＩＩＣを構成するステップと、
　（２）前記ＣＣＤの制御下で、前記ＶＩＡ内の前記ＩＩＲを構成するステップと、
　（３）前記ＣＣＤの制御下で、前記ＣＤＳを用いて前記ＩＩＣを電気的に刺激するステ
ップと、
　（４）前記ＣＣＤの制御下で、前記ＶＩＡ内の所与の行－列交点での検知電流として、
前記ＡＤＣを用いて前記ＩＩＲ内の前記電気状態を検知し、且つ前記電気状態をデジタル
データに変換するステップと、
　（５）前記ＣＣＤの制御下で、前記デジタルデータを前記ＴＳＭに記憶するステップと
、
　（６）前記ＣＣＤの制御下で、前記ＣＤＳ、前記ＩＩＣ、及び前記ＩＩＲでの所定の変
動が前記ＴＳＭにログ記録されたか否かを判断し、且つ記録された場合、ステップ（８）
に進むステップと、
　（７）前記ＣＣＤの制御下で、新しいＶＩＡ検知変動について前記ＣＤＳ、前記ＩＩＣ
、及び前記ＩＩＲを再構成し、且つステップ（３）に進むステップと、
　（８）前記ＣＣＤの制御下で、ＴＳＭ値を補間して、前記ＶＩＡ内の活動の焦点を特定
するステップと、
　（９）前記ＣＣＤの制御下で、焦点活動情報をユーザインターフェース入力コマンドシ
ーケンスに変換するステップと、
　（１０）前記ＣＣＤの制御下で、行動のために、前記ユーザインターフェース入力コマ
ンドシーケンスをコンピュータシステムに送信し、且つステップ（１）に進むステップと
　を含む、実体的な非一時的コンピュータ使用可能媒体。
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